
令和３年度 入学式 式辞

校門の内側にある（旧校舎では昇降口の前で 60 年余）ずっと二中生を見守
ってきたケヤキが､淡く美しい新芽を見せています。本日の晴れやかな日に、

入学式を迎えられました新入生、そして、この日を、心待ちにしていたご家

族の皆さま、ご入学おめでとうございます！昨年は、新型コロナの影響で、

入学式も縮小し、その後すぐに休校となってしまったことを思うと、予定ど

おり始められることに、心から感謝したいと思います。

１８０人の新入生の皆さん！１年間、この苦難を乗り越えてきたことは、

長い人生の中の貴重な経験です。皆さんを支えてくれた、家族、小学校への

感謝の気持ちを忘れないようにしましょう。そして、これから始まる中学校

生活では、勉強とともに人間性を磨き、それぞれ違う学校から来た、全ての

仲間が、幸せになれるよう、大いにリーダーシップを発揮してください。

さて、本校は６４年の歴史がありますが、『文化の薫る学校』という、昔か

らの校訓があります。伝統のある合唱や吹奏楽などの、芸術分野はもとより、

学習や部活動においても、二中生は常に自主的・主体的に動き、多くの仲間、

多くの本、多くの先生方と共に新しい文化を築いてきました。

昨年度は、新型コロナのため、長く休校が続きましたが、それにより、全

生徒へタブレットが支給されました。従来の対面授業はもちろん、GIGA スク
ール構想の授業も、これから進めていきます。

保護者の皆様におきましては、お子様の、新しい制服に身をつつみ、元気

に入学式を迎えた姿を見て、感無量の事と思います。もし、学校の事でわか

らないことがあれば、決してそのままにせず、いつでも担任、学年主任、生

徒指導主事、教頭、更に、支援員、スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカー等がおりますので、気軽にお尋ねください。保護者と学校が、

情報を共有することこそ、お子様を伸ばしていくために、重要なことだと思

っております。お互いに、常に理解し、協力し合い、この苦難の時代を乗り

越え、喜び輝ける年になることを願い式辞とさせていただきます。
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